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るとする。  

信頼性基準値＝嘉≧舌′（q）叫（2）  

そして，基準点1，2におけるコストC2山，C2b2は，そ  
れぞれ次式のように表せる。  

C2〃1＝dq2＋可わ偶）叫〟′（q）喝］（3）  

C担研叫l射的坤〟1′（q）叫］（4）  

1。まえがき   

電気事業に関する規制緩和（1〉に伴い，従来の電力会  

社と需要家による需給関係に，電力会社へ電気の卸売  

りを行う独立系発電事業者（Independent Power  
Producer：以下IPP）が参入してくると考えられる。本  

稿では，その際の買い．取り価格（卸売価格）の決定問  

題（2）を固定基準点を持つ2人交渉ゲーム（3）として考え  

る。またIPPは，自社需要への供給を優先し，電力会  

社も供給義務を要求できないとすると，IPPの余剰電  

力には無視できない不確定性が存在することになる。  

そこで，本稿ではIPPの不確定性が前述のゲームにお  

ける舶sh交渉解，交渉領域へ与える影響について評価  

する。  

2．1PP及び電力会社のモデル化   

く2．1〉前提条件  一般に負荷電力は年間を通じて  

喝力会社への売電  

IPP内需要   

一一－■′   

T  

図1IPPの需給概念図  

く2．3〉電力会社のモデル化  図2の需給概念図よ  

り，交渉成立時のコストC u及び決裂時のコストC uQ  

は，次式のようになる。  

C“＝固定費＋可変費（ベース分）十可変費（予備電源分）  

＋買電による支出  

＝【β（れ十αh＋β（町岬ら＋隼㌃（q－れ′（q）頃  

十ヰー肝一躍一町げ（q）頃 ］ 
（刃  

Cぴ〝＝固定費＋可変費＝qら＋qqJ（6）  

大きな変動を示すが，本稿では簡単のため図1，図2  

のように1年間を1時間帯としてモデル化する。各変  

数の意味を以下に示す。   

IPP A：設備容量［KW］A－W：売電契約容量［KW］  

Cf2：固定費［￥／K椚 Cv2：可変費［￥／K恥］  

D2：自社需要［KW］ P2：売電価格【￥／K恥］  

f（D2）：D2の確率密度関数 T：8760〔h〕  

電力会社Cf：固定費［￥／Ⅰ叶］ Cv：可変費［￥／K恥］  

α：予備力［KW］  Dl：需要［KW］   

く2．2〉IPPのモデル化  図1の需給概念図より，  

買い取り交渉成立時のコストC2は次式のように定式  

化できる。   

q＝固定費＋可変費（フル出力時）＋可変費（出力余裕時）  

一買電による収入  

」」予備力¢  
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また交渉決裂時のコストは，以下の2つの交渉基準点  

を想定することによりそれぞれ導く。  

基準点1：IPPの設備建設後に買い取り交渉を行う  

基準点2：IPPの設備建設前に買い取り交渉を行う  

つまり交渉が決裂した場合，基準点1ではIPPに余分  

な設備が生じ，基準点2では設備の縮小が可能であり，  

その縮小設備容量Alは次式を満たすように決定され  

図2 電力会社の需給概念図   

ここで，予備電源量αは，式（7）の信掃性基準値を満足  

するように決定する。  
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P22を示す。両図において，Wが小さくなる，■っま．り  

余剰電力の品質が低下するに従い電力会社の無差別価  

格P2Uは低下する。また，IPPの無差別価格は基準点  

により大きく異なり，基準点1では常にIPPの可変費  

に等しいのに対して，基準点2ではWの低下とともに  

価格も低下する。そして，Nash解は前述の意味より，  

常に交渉領域の中点に位置することが分かり，図3  

図4においても確認できる。また，Nash解をとる場合，  

メリット和TMよりW≧500の領域ではW≦500へのイ  

ンセンティプが両者に働くためW≦500の領域が現実  

的であることがわかる。そして，図4のW≧580にお  

いてIPPの無差別価格が電力会社のそれを超えており，  

この領域では交渉が決裂することを意味する。  

信頼性基準値＝去≧エノ（q）叫  （7）  

3． 交渉領域及びNash交渉解の導出  
く3．1〉交渉領域  まず，IPPにおいて交渉の成立，  

不成立が無差別となる価格P21（P22）は，C2Dl（2）＝C2  

（P2，W）において適当な近似を行えば次式のよう  

に求められる。  

ろ1≒q2  （8）  

qヱ（d‾dl）  
ろ2（Ⅳ）≒q2十   （9）  

」－Ⅳ－f（q－Ⅳ）′（q）勘   

ここで，肩文字の1，2はく2．2〉で述べた各交渉基準点を  

表す。また，電力会社においても同様にして無差別価  

格P2Uを求めると次のようになる。  2．50E＋09  
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式（8），式（9）及び式（10）を用いて，基準点1，2のそれ  

ぞれにおける交渉領域は以下のように表せる。  

基準点1：Pzl≦P2≦P2u  基準点2‥P22≦P2≦P2u  

この領域内は，各プレイヤーの個人合理性を満たすパ  

レート解である．式（8）はIPPの短期限界費用と呼ばれ  

るものであり，式（9）及び式（10）もIPPの不確定性を十  

分に小さくすれば，それぞれIPP及び電力会社の（長  

期）限界費用（Cv（2）十Cf（2）／T）に等しくなる。  

400  450  5（氾  550  600  

W【MW］   

図3 基準点1の交渉領域及びNash解  
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一般にNash解P21（2）Nは基準  く3．2〉Nash交渉解   

点からのお互いのメリットの積を最大化するような解  

であるので式（11）のように表せる。  

入野（q椚1（ユ）－q（ろ，肝））（q朝一q（ろ，肝））→P2N（11）  
また，お互いのメリット和を求めると式（12）に示すよ  

うに，価格P zに関する項は相殺され，Wのみの関数  

になる。  

mイ（肝）＝（ぢ畔）－C之（ろ，肝））＋（q爪－q（ろ，Ⅳ））（12）  

そして，本ゲームはTMに買い取り価格P2が現れない  

と言う点で定和ゲームとして考えられ，その際のNash  

解はメリット和TMを両者へ等しく配分する様な解に  

なる。   

4． 試算結果   

〈4．1〉試算データ  ここでは前述した無差別価格  
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図4 基準点2の交渉領域及びN∂Sh解   

5． あとがき   

本稿では、 

交渉を余剰電力の不確定性を含めた形で定式化し，不  

確定性が交渉領域，Nash交渉解へ与える影響を評価し  
た。今後は，新しい交渉解概念の導入，複数のIPPや  

需要家を含めたケースへのn人ゲーム理論の適用を考  

えている。  
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